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新幹線栗東駅の建設費の負担中止を求める請願 
（野洲市が２億６９００万円の新駅負担をやめることを求めるもの） ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● 

野洲市税条例の改正 
（６５歳以上の個人住民税の非課税を廃止し、増税するもの） ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ 

地方６団体改革案の早期実現に関する意見書 
（義務教育費国庫負担を廃止し、地方に教育の格差を持ち込むもの） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

社会保障制度の抜本的改革を求める意見書 
（自公民の年金「３党合意」を容認し、年金制度の後退になるもの） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

地域経済の活性化などを求める意見書 
（正社員採用を抑制し。公務員の労働基本権否定にもつながるもの） ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● 
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長 

※共＝日本共産党議員団（２名）、豊＝豊政会（保守自民党で構成２３名）、コ＝コミュネット野洲（３名）、ネ＝野洲市民ネットワーク（３名） 

 ６月定例市議会最終日の２９日、「新幹線栗東新駅の建設費の負担中止を求める請願」の採決が行われ、豊政会（保守系
自民党で構成する会派）が反対し不採択となりました。市民多数の願いに反して、負担を容認した豊政会に強い批判がで
ています。市長は市議会閉会の挨拶で、「臨時議会で野洲市の負担を提案したい」と表明していますが、市民の意思とはか
け離れたものです。日本共産党議員団は、引き続き、「負担やめよ」を要求し、「暮らし優先」の市政実現へがんばります。

○＝賛成 ●＝反対 

お知らせ 

６月定例市議会は９日から２９日まで開催されました。

引き続き、「やす民報」で市議会報告をします。 


